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結びにかえて
は じ め に
　ハンザは，1370年に商業妨害を繰り返していたデンマークとの戦争に勝利して，
シュトラールズント Stralsund 条約を締結し，最大限の対外特権を獲得した1）。そ
のため，この条約締結以降の14世紀ならびに15世紀はハンザの最盛期と評された
が2），他方でハンザが最大限獲得した対外特権の保守に転じた時期と捉えられても
いる3）。ハンザ都市においても，その成熟とともに都市内部の構造的矛盾が15世紀
初頭から顕在化し，15世紀にはハンザに危機がせまりつつあったというのである。
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 1）　Ph. Dollinger, La Hanse. Paris. 1964. 独 訳 Die Hanse. Stuttgart 1966.
以下英訳 The German Hansa. Translated by D. S. Ault/S. H. Steinberg. 
London 1970. pp. 67-70.
 2）　E. Daenell, Die Blütezeit der deutschen Hanse. Hansische Geschichte 
von der zweiten Hälfte des 14. bis zum letzten Viertel des 15. Jahrhunderts. 
2 Bde. Berlin 1905，1906. デーネルの著書の表題が，14世紀後半から15世紀
末にかけての時期がハンザの最盛期とする考え方を示している。
 3）　Dollinger, op. cit., pp. 186ff.
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ハンザ史において15世紀は，保守化傾向の世紀というだけでなく4），ハンザの支配
商人層が経済基盤とする「商業資本」や不等価交換貿易上の特権の享受を危うくす
る市場制度の整備や，特に中央集権国家を背後に有する対外勢力の伸張はハンザの
基盤をゆるがす時期であったという。同時に遠隔地商業の停滞傾向に対応した都市
経済の発展の鈍化の過程において，次第に市民間の経済的格差は増大し，同族的な
寡頭支配体制が生じ5），ハンザ都市においてそうした諸矛盾が都市内抗争すなわち
「市民闘争」Bürgerkampf という形で顕在化した15世紀初頭は，ハンザならびに
それを構成するハンザ都市の転換期として位置付けられ6），15世紀はハンザの停滞
期，後期受動体制の開始期と捉えられたのである7）。しかし，その規模や地理的な
位置や条件，リューベック Lübeck のような帝国都市とその他の領邦都市とでは法
的立場や，さらに領邦都市の場合領邦君主の対応によって政治的環境にも相違があ
 4）　Vgl. A. v. Brandt, Geist und Politik in der lübeckischen Geschichte.
Lübeck 1954. レーリヒは，都市の経済活動において，次第に大規模で自由
な冒険的商業が商人組合を中心とした組織的，統制的な商業へと転換して
いく時期とも捉えている。F. Rörig, Hansische Beiträge zur deutschen 
Wirtschaftsgeschichte. Breslau 1928. S. 139ff.
 5）　例えば，J. Schildhauer, Soziale, politische und religiöse Auseinandersetzungen 
in den Hansestädten Stralsund, Rostock und Wismar im ersten Drittel 
des 16. Jahrhunderts. Abhandlungen zur Handels- und Sozialgeschichte. 
Bd. 2. Weimar 1959. S.42ff. K.Fritze, Am Wendepunkt der Hanse. Berlin 
1967. S. 115ff. 
 6）　J. Schildhauer/K. Fritze/W. Stark, Die Hanse. Berlin 1974. S. 151ff. 彼らは，
こうした一連の抗争を有力市民の寡頭支配体制に対し，被支配市民全体によ
る経済的自由と政治的同資格性を求めた闘いと捉え，「市民闘争」と称し，ツ
ンフト・手工業者による反市政運動 =「ツンフト闘争」Zunftkampf と異なる
評価をした。Vgl. E. Engel, Die deutsche Stadt des Mittelalters. München 
1993. S. 129f. 市民抗争全般の原因については，とりあえず，斯波照雄『中世
ハンザ都市の研究―ドイツ中世都市の社会経済構造と商業―』勁草書房，
1997年，185頁以下参照。
 7）　K. Fritze, Tendenzen der Stagnation in der Entwicklung der Hanse 
nach 1370. Wissenschaftliche Zeitschrift der Ernst-Moritz-Arndt 
Universität Greifswalt. Gesellschafts- und Sprachwissenschaftliche 
Reihe. 5/6. Bd. 12. 1963. S. 519ff.
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るなど，その政治，経済，商業すべてが個性的であり，特定都市間の取引は政治経
済的特殊事情による変化や，交易路にある地域の混乱等によって影響を受けるなど
一律の評価は難しい8）。とはいえ，16世紀に至るまでハンザ商業は高い水準にあ 
り9），ハンザ都市の大部分，特に大港湾都市は，商業動向から見る限り14世紀後半
から15世紀初頭はなお繁栄期と評価できるのである10）。
　このように，都市史の側面でも，商業史の側面でも14・15世紀におけるハンザ都
市を全体的に評価することが難しいとすれば，部分的データからそのまま性急に漠
然とした総体的な都市の経済状況や商業動向を求めるのではなく，それぞれの都市
の動向，個別商業動向など各側面からの個別研究成果の総合によって評価されるべ
きであり，そのためには個別研究成果の集積が必要であろう。したがって，本稿に
おいては14世紀後半から15世紀初頭のハンザのいわゆる「転換期」におけるハンザ
都市の経済構造の変遷を理解するための第一歩として，まず，同時期のハンザ都市
を取り巻く環境を概観した上で，ポメルン Pommern の領邦都市であるハンザの港
 8）　例えばわが国においては，ハンザに関する研究書として高村象平『ドイツ・
ハンザの研究』日本評論新社，1959年，通史として関谷清『ドイツ・ハンザ
史序説』比叡書房，1973年，高橋理『ハンザ同盟―中世の都市と商人たち―』
教育社歴史新書，1980年，さらに近年上梓されたその改定版『ハンザ「同盟」
の歴史―中世ヨーロッパの都市と商業―』創元社，2013年があげられる。例
えば，16世紀について関谷氏は「ドイツ・ハンザの衰退」の編で扱うが，そ
の中では「16世紀のハンザ都市の経済的繁栄」という表題の章が設けられて
おり，どの側面から見るかによってこの時期の評価が大きく分かれることを
示している。なお，中世末期のハンザ都市については，斯波照雄『ハンザ都
市とは何か―中近世北ドイツ都市に関する一考察―』中央大学出版部，2010
年を参照されたい。
 9）　E .  Pitz ,  Steigende und fallende Tendenzen in Politik und 
Wirtschaftsleben  der  Hanse  im  16 .  Jahrhundert .  Hansische 
Geschichtsblätter（以下 HGbll と略す）. 102. 1984. S. 39-77.
10）　S. Jenks, Der Frieden von Utrecht 1474. Der hansische Sonderweg? 
Beiträge zur Sozial- und Wirtschaftsgeschichte der Hanse. Hrsg. v. S. 
Jenks / M. North. Hansische Geschichtsquellen. Hrsg. v. Verein für 
hansische Geschichte（以下 HGq と略す）. Neue Folge. Bd. 39. Köln 1993. S. 
59-76.
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湾都市グライフスヴァルトGreifswaldの財政構造とその動向について見ていきたい。
14世紀後半から15世紀初頭のグライフスヴァルトの政治環境動向
　14世紀後半はデンマーク王ヴァルデマール Waldemar ４ 世による商業妨害から
ゴートラント Gotland 島ヴィスビー Wisby の占領というバルト海地域の混乱期で
あった。結局，1361年のグライフスヴァルトでのハンザ会議においてデンマークに
対抗する戦費調達のためポンド税 Pfundzoll の徴収が決定され11），ハンザが戦勝し
て，1370年にシュトラールズント条約を締結した。その結果，スコーネン Schonen
の特権，ズント Sund 海峡の自由通行権や商業拠点等の奪還に成功した12）。しかし，
シュトラールズント条約締結以後も北欧の混乱は続いた。デンマーク戦争の当事者
で長らくハンザを苦しめてきたヴァルデマール ４ 世は1375年死去したが，デンマー
クとスウェーデン，メクレンブルク Mecklenburg，ホルシュタイン Holstein 間の
対立は続き，特にメクレンブルクより重臣を登用したスウェーデンのアルプレヒト
Albrecht 王は国内の貴族達とも敵対し，デンマーク女王マルガレーテ Margarete
と戦い，敗北したのである。
　イギリスでは自国商人の保護とその海外進出を支援する王とハンザは敵対し，フ
ランドル Flandern でも伯とハンザは敵対し，その死後フランドルを併合したブル
グント Burgund 侯もハンザ敵視政策をとった。そのため，ハンザは重要な市場で
あり，布地の供給地でもあるフランドルに対し商業封鎖をしなければならなかっ
た13）。1392年にブリュージュ Brügge の商館は復活したが，1396年にはオランダ伯
が西フリースラント Friesland 併合を企てて，1403年の和解までその地における商
取引を禁ずるなど，低地地方の混乱は続いた14）。
11）　Dollinger, op. cit., pp. 170f.
12）　Rörig, op. cit., S. 139ff.
13）　Dollinger, op. cit., pp. 72-78. Daenell, Die Blütezeit der deutschen 
Hanse. Bd. 1. S. 79-87.
14）　H .  P .  B a u m ,  H o c h k o n j u n k t u r  u n d  W i r t s c h a f t s k r i s e  i m 
spätmittelalterlichen Hamburg. Hamburger Rentengeschäfte 1374-1410. 
Beiträge zur Geschichte Hamburgs. Hrsg. v. Verein für hamburgische 
Geschichte. Bd. 11. Hamburg 1976. S. 134f.
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　他方，海上交易路においては海賊 Vitalienbrüder がハンザ商業に深刻な影響を
与えたのであった15）。また，ノヴゴロド Nowgorod でも，ロシア人による劫掠，
商業妨害が続発し，1388年にハンザは商業封鎖を行うが，効を奏さず，結局，1407
年には逆に，ノヴゴロドがハンザ商人を締め出したのであった16）。このように東
方地域でハンザからの離反や反抗が可能になったのは，イギリスやオランダ（ネー
デルラント Nederland）の商人が，国家の力の増強を背景として，北海沿岸地域
だけでなくバルト海にも進出したため，必要物資をハンザだけに依存する必要がな
くなったためであると考えられる。このようなハンザ特権の後退や外国商人の侵害
が，14世紀末から15世紀初頭にかけての時期に生じたのである。こうしてハンザは，
大規模商業の拠点である各商館やバルト海地域において行ってきた旧来の自由で独
占的な商業を外国商人によって次第に阻まれていったのである。このように最大限
の対外商業特権を掌握したとはいえ，ハンザを取り巻く環境は厳しいものであり，
それを背景に都市でもまた市民の政治経済的不満が爆発し，14世紀末から15世紀初
頭にかけて各都市では市民抗争も勃発したのであった17）。
　1370年のシュトラールズント条約締結以後も北欧の混乱は続いた。市にとって
シュトラールズント条約締結以後も続く北欧の政治的不安定と海賊の横行は経済上
にも大きな影響を与えたものと思われる。すなわち，ヴァルデマール ４ 世の死後，
北欧の覇権争いに乗じて，海賊達は当初，メクレンブルク侯やその領邦都市ロスト
ク Rostock，ヴィスマール Wismar 等の名において，デンマークを苦しめることを
名目に，それらの都市を基地として海上の安全を脅かした。しかし，彼らは，次第
に敵味方の区別なく劫掠し，そして1391年にはついに，市の北東約150km にある
ボルンホルム Bornholm 島や，ハンザの東西貿易路＝海上の幹線商業路の要所で
あるゴートラント島を征服し，ヴィスビーを拠点として商業妨害を繰り返したので
15）　Baum , ibid . , S . 128ff . Vgl . K .Koppmann , Der Seeräuber Kraus 
Störtebeker in Geschichte und Sage. HGbll. 7. 1877. S. 35ff. 
16）　Hansisches Urkundenbuch. Bd. 4. Nr. 935. Bd. 5. Nr. 799. (1407.7.12)
17）　例えば14世紀末から15世紀初頭のハンザ都市リューベック，シュトラール
ズント，ロストク，ハンブルク，ブラウンシュヴァイクにおける市民抗争に
ついては，とりあえず斯波『中世ハンザ都市の研究』25頁以下参照。
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あった18）。市の重要な交易対象の一つであるバルト海を中心とした北欧の混乱は
必然的に市の商業に影響を与えたものと思われる。しかもスコーネンの場合には英
国商人等の締め出し，地域内商業の独占にも力を注がねばならなかった19）。以後
もバルト海域を重要な交易の場とし，特に北欧との交易が市の経済上重要度を増す
中で，15世紀前半のハンザの対デンマーク戦争に至るのである。
中世末期のグライフスヴァルトの都市経済事情
　グライフスヴァルトは，1241年に建設され，1250年にリューベック法を享受して
ポメルンの領邦都市になっている。1326－28年にはリューゲン Rügen 継承戦争が勃
発し，市もその戦争に巻き込まれることになった20）。以後も，都市君主をはじめ
地域の封建権力者との確執は厳しいものであり，市は1293年にハンザ都市と連帯し
た最初の戦争を経験したが，その後も1310年からデンマーク王，ブランデンブルク
Brandenburg 侯，メクレンブルク侯，リューゲン侯との戦いに多額の戦費支出をし
ていることが知られている21）。市には1342年にポメルン侯から，1355年にも侯の息
子から土地を購入している記録が残っているが，これも度重なる紛争のため戦費不
足に窮する封建権力者への財政支援の一部ではなかったかと考えられるのである22）。
　ラインケは15世紀初頭の市の人口を9,000人程度と推定し，ハンザ都市としては
中規模都市に分類し，市を遠隔地貿易都市と規定している23）。他方，12世紀から
18）　Dollinger, op. cit., pp. 295-298.
19）　その結果，14世紀末には他国商人のスコーネン来訪をひとまずくい止めら
れた。Hanserecesse. Die Recesse und andere Akten der Hansetage von 
1256-1430. Bd. 5. Nr. 202. 247. §8. Nr. 255. §3. また，このほかの主要貿易の
一つベルゲン Bergen 貿易は，市を含めヴェント諸都市 Wendische Städte
が中心になって行われていた。
20）　M. Hamann, Wismar-Rostock-Stralsund-Greifswald zur Hansezeit. 
Ein Vergleich. Vom Mittelalter zur Neuzeit. Hrsg. v. H. Kretzschmar. 
Berlin 1956. S. 94. Schildhauer, op. cit., S. 1-25.
21）　G. Fengler, Untersuchungen zu den Einnahmen und Ausgaben der 
Stadt Greifswald im 14. und 15. Jahrhundert. Greifswald 1936. S. 17.
22）　Fengler, ibid., S. 20-22.
23）　H.Reincke, Bevölkerungsprobleme der Hansestädte. HGbll. 1951. S. 6.
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20世紀末に至るグライフスヴァルト市の総合的市史研究書の中でカティンガーは15
世紀中頃の市の人口を2,000人から10,000人としている。このように正確な人口は示
されていないが，1500年頃の人口が4,500人程度と推定されていることから，14世
紀末から15世紀初頭の市の人口はラインケ推定の半分程度と考えられているものと
思われる24）。両者の推定人口は大きく異なり，人口を推定できる史料がないこと
を示しているともいえようが，14世紀末のポンド税の徴収額は人口13,000人と推定
されるシュトラールズントの約半額であり，また，1362/68年および1399年からの
戦時におけるハンザへの兵力の提供は約 ４ 割から ５ 割であることがわかる25）。経
済状況がそれほど変わらないとすれば，都市規模は6,000人から6,500人程度と推測
することもできよう。
　リューゲン継承戦争時の戦費の支払いから1320年代にすでに15の手工業者の同職
組合アムト Amt が存在していたことが知られるが，その職種は市民や周辺農民の
日常生活に必要な品々を生産する職種であった26）。14世紀末に市場での販売所の
借用料の支払い職種も重複する ５ 業種を含め，16業種はいずれも日常生活に必要な
職種であり，鍛冶屋，鞣革屋，小商人などの職域，取り扱い商品が細分化されてお
り27），商工業の進展がうかがえる。しかし，1401年に成員数の確認できる ８ アム
トのうち人数が多いのは肉屋，靴屋，パン屋の順で，それらは市民生活に必要な品
を供給するアムトであり，市が特出した輸出生産品をもたない，商業に依存度の高
い都市であったことがわかる28）。しかも，そうでありながら，ハマンによればグ
24）　D. Kattinger, Die Stadtentwicklung vom Ende des 13. Jahrhunderts 
bis 1500. Greifswald. Geschichite der Stadt. Hrsg. v. H. Wernicke im 
Auftrag der Hansestadt Greifswald. Schwerin 2000. S. 33.
25）　Reincke, op. cit., S. 5.
26）　Fengler, op. cit., S. 18. ハンザ都市のうちヴェント諸都市では，手工業者
の同職組合は一般にアムトと呼ばれた。アムトの規約は1321年の桶屋が最初
で，他のアムト規約が明らかとなるのは14世紀末以降のことである。Die 
älteren Zunftkunden der Stadt Greifswald. Hrsg. v. O. Krauze/K. Kunze. 
Pommersche Jahrbuch. Bd. 1. 1900. S. 99-107. Kattinger, op. cit., S. 39-48.
27）　Fengler, ibid., S. 24. 
28）　Fritze, Am Wendepunkt der Hanse. S. 147. 
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ライフスヴァルトは隣接するシュトラールズントと同様に後背地は狭かったとい
う。市の経済状況を良好に維持するためには，市は諸外国との貿易，特にバルト 
海沿岸地域の政治状況に強く影響を受ける遠隔地仲介商業と，市周辺の狭い後背 
地における商業との対応に全力を尽くさなければならなかったと考えられるので 
ある29）。
　ハンザ都市といっても各都市によって税制は異なり，歳入について言えば，グラ
イフスヴァルトの場合，歳入を上回る歳出に補填される借入金や土地購入への支出
など全体が明らかでなく，しかも推定される都市の規模から考えると財政台帳
Kämmereibuch の数字が財政全体を示すものであるかも明らかでない。例えば，
前述のシュトラールズントでは1362年の歳入は3,430マルクであり，人口がせいぜ
い ２ 倍程度と推定されるにもかかわらず，グライフスヴァルトの1365年の歳入は
359マルク余にすぎず，実に約10倍にも達しているからである30）。しかも，グライ
フスヴァルトで財産税が課された市民数は最小の推定人口で見てもわずか １ 割にも
満たない。それゆえ，知りうる歳入，歳出から単純に当時の市の状況を評価できな
いが，明らかとなる費目の増減等から都市経済の動向はある程度把握可能であろう。
　グライフスヴァルト市の財政のうち，財政台帳から明らかとなる範囲では，歳入
総額は次頁の表のように14世紀後半から14世紀末にかけて緩やかに上昇傾向にあっ
た。1400年に歳入の減少が見られるものの，９ 年後には14世紀末の水準に回復した。
14世紀後半のハンブルク Hamburg では直接税が歳入に占める割合が60パーセント
弱であったのに対し，グライフスヴァルトでは直接税である財産税は10パーセント
以下と低く，以後歳入全体の増大とともにおおむね増額はしていくものの，その割
29）　Hamann, op. cit., S. 96.
30）　K. Fritze, Die Hansestadt Stralsund. Schwerin 1961. S. 146, 173. 
Fengler, op. cit., S. 83. ただし，ヴェント都市に属するシュトラールズント
の歳入の貨幣単位がリューベックマルクである可能性は高い。グライフス
ヴァルトの税収の貨幣単位はズントマルク Sundisch Mark と考えられ，ズ
ントマルクとリューベックマルクの貨幣価値はおよそ 3：2 であるから，シュ
トラールズントの歳入の貨幣単位がリューベックマルクであるとすれば両都
市間には約6.4倍の差があったことになる。Vgl. Fengler, ibid., S. 120.
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合を減少させていく。財産税を課税された市民のうち，1395年には13人，1405年に
も11人と課税者の約 ３ 割弱が未納であることからも，市民生活が必ずしも良好では
なかったことが推測される31）。税収は直接税の財産税しか明らかにならないが，
税額も納税者数も14世紀末を頂点に低下したものの，その後回復しているようにも
見えるし，市民一人当たりの負担額は1385年から1400年にかけて増加してもいる。
しかし，直接税収入の歳入に占める割合は低下しており，それは財政規模が拡大す
る中で多様な財源が求められるようになったとも評価できようが，戦時におけるハ
ンザへの提供兵力からは，必ずしも市経済が順調に推移していたようには思えない
のも事実である。すなわち，市の負担した兵力は1362/68年の対デンマーク戦争時
から1399年の海賊との戦い時へとわずかに上昇したものの，以後15世紀前半，後半
へと減少しているからである32）。また，表のように，村落，農地からの収入額は
1380年から85年にかけて減少した後，再び14世紀末まで上昇するが，歳入に占める
割合は低下していく。手工業品生産場，販売所などの商工業施設の利用料も額は大
きく，市全体の収入に占める割合は大きいものの，割合を低下させており，市の商
工業の停滞が感じられる。罰金が財産税収入の ２ 倍近くもあるというのも特徴的で
ある。市内の治安が充分に機能していなかったということであろうか。
　これに対し歳出は，1390年に急増したものの，それ以外の年では15世紀初頭まで
微増が続いた。財政収支は歳出額の判明する1375年以降常に歳出超過で，特に1390
年には約650マルクにもおよぶ財政赤字を計上している。この差額は，おそらくは
市債の発行などによりまかなわれたであろうが，財政帳簿には市債を含めレンテに
関する記録はなく，明らかではない33）。このように不明な部分の多い歳出内容で
あるが，商工業施設利用料と対応した歳出と考えられる公共施設建設費が1370年代
31）　Fengler, ibid., S. 77. Kattinger, op. cit., S. 53-57.
32）　Reincke, Bevölkerungsprobleme der Hansestädte. S. 5f.
33）　Fengler, op. cit., S. 121. ハンザ都市のレンテに関しては，斯波『ハンザ都
市とは何か』29-55頁参照。なお，歳入不足に対し，15世紀初頭のブラウンシュ
ヴァイクでは有力市民の寄附による補填が記録されている。O. Fahlbusch, 
Die Finanzverwaltung der Stadt Braunschweig 1374-1425. Unter-
suchungen zur deutschen Staats- und Rechtsgeschichte. Bd. 116. Breslau 
1913 (1970). S. 166ff.
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から80年代にかけて歳出総額の １ / ３ を占めるなど多額であることが特徴的である。
ただ，1390年代から15世紀初頭に向けその支出額は減少しており，この点からも14
世紀末から15世紀初頭にかけての市経済の停滞が推測される。防衛，安全維持費な
どが含まれると思われる行政管理費や饗応接待費が高額，高比率であることからは，
市の自立がなお危うい環境にあったことが推測されるし，同職組合等への生活物資
の支給などのための多額の物資調達費の支出からは，経済発展が緩やかにしか進ま
ず，その中で個別組織の経済的自立もまた不十分であった可能性が考えられる34）。
結びにかえて
　各都市によって税制や財政台帳への記述は異なり，グライフスヴァルトの場合，
歳入を上回る歳出に補填される借入金や土地購入への支出などが明らかでない。し
かも14世紀後半の他都市と比較して全歳入はあまりにも少ない。直接税の被課税者
数，課税額，支払い者数や収入が示され，近年発刊されたカティンガーによる市史
でも同様の課税者数，納税者数等が追認されていることから，きわめて少数の富裕
者だけが課税されたと考えられるが，そこから市の財政全体が把握できるわけでは
ない35）。いずれにしても，財政台帳の数字をもってグライフスヴァルト市の財政
について述べることには限界があると考えられる。ここでは，以上述べてきたこと
を簡略に整理しておきたい。
　市内の手工業の職域の細分化からは商工業の進展がうかがえるものの，15世紀初
頭において成員数の多い職種は，市民生活に必要な品を供給するアムトであり，市
が特出した輸出生産品をもたない，商業に依存度の高い都市であったことがわかる。
しかも，そうでありながらグライフスヴァルトの後背地は狭かったといわれ，市の
経済状況は諸外国との貿易，特にバルト海沿岸地域の政治状況に強く影響を受ける
遠隔地商業との関連が強かったと考えられる。
　財政台帳から見た財政費目の増減等では，歳入は1395年に突出した増加が見られ
るものの，14世紀後半から15世紀初頭にかけて緩やかに上昇傾向にあった。14世紀
34）　Fengler, ibid., S. 83-117.
35）　Kattinger, op. cit., S. 53-57.
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末までの継続的な税収の穏やかな増加，公共施設の建設や必要物資の調達に関する
費用の増大や，市有の農地や不動産などからの収入が増加していたことからは，都
市内外における市有財産の増大が想定され，それに加えて戦時におけるハンザへの
提供兵力数の増加をも考え合わせると，市の緩やかな経済発展をうかがい知ること
ができるように思われる。それは，北欧，バルト海域の政情不安の中での市や市民
の努力の成果と評価すべきかもしれない。しかし，他方で商工業施設の利用料があ
まり増大しておらず，市の歳入に占める割合を低下させていることからは，むしろ
市の地域内の商工業の停滞が推測される。直接税額と納税者数は14世紀末に頂点に
あり，直接税収入が低下する中で，その他の収入が増加して歳入全体の額が回復し
ていることは歳入の多様化ともいえるであろうが，15世紀前半，後半と市によるハ
ンザへの提供兵力が減少していることからは，以後，必ずしも市経済が順調に推移
していたようには思えないのも事実である。
　それに対し，歳出は1390年には1,300マルクを超え，多額の歳出超過となった。
1395年には歳入の増加と公共事業費等の削減によって歳出超過を回避できたように
も見えるが，以後再び歳出超過が続く。14世紀末から15世紀初頭は他のハンザ都市
において，財政悪化を要因とした市からの増税提示を契機に都市内抗争が生じた時
期であった。グラフスヴァルト市では都市内抗争こそ生じなかったものの，毎年の
財政は歳出超過であり，市経済が停滞傾向を示す中で借り入れは恒常的に行われた
のであろう。以後近代に向けてグラフスヴァルト市に特に発展に有利な条件は見い
だせず，市はハンザ商業の拠点都市ではあったが，大港湾都市のようには発展はで
きなかったと考えられるのである。
